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16修士論文要旨

サプライヤーの選択基準と組織文化の関係について

磯辺	剛彦 小幡	績

大島	祥平80930157

余田	拓郎

本研究では、産業財購買におけるサプライヤーの選択基準

と組織文化の関係について明らかにする。これまでに、企業

の購買組織の選考基準に関する研究はされてきた。しかしな

がら、その選択基準の順序は明確にされておらず、各研究に

おいて限界が、選択基準の考察の範囲が選択基準要素全般お

よび製品カテゴリーの影響のみであり、地域や業界、国家間

等による差異など、範囲を拡大しておこなう必要性があると

ともに、研究対象それ自体の範囲を拡大して行うべきである

という指摘がなされている。この研究では、サプライヤー選

択基準について、「組織文化」との関係を検討する事によっ

て、これらの限界を超えてインプリケーションを得ようとす

る。「組織文化」という、地域や業界、企業の組織構造など

を内包する変数とサプライヤー選択基準の関係を明らかにす

ることを目的とする。

結果、組織文化の特徴のうち、複数の特徴が企業のサプラ

イヤー選択基準と関係していることが明らかとなった。この

成果は、供給者のマーケティング担当者にとって価値がある

だけではなく、組織のマネジメントを行うマネージャーに

とっても価値があると考える。


